
な
影
響
を
与
え
た
人
に
出
会
う
。
大
阪
金
太
郎
が
そ
の
人
で
あ
る
。
大
阪
金

太
郎
は
当
時
、
慶
州
博
物
館
の
仕
事
を
や
り
な
が
ら
、
公
立
普
通
学
校
で
校

長
を
兼
任
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
大
阪
金
太
郎
の
古
跡
と
朝
鮮
の
説
話
に

対
す
る
関
心
は
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
阪
金
太
郎
と
の
出
会
い
に
つ
い
て

考
え
に
く
い
。
（
も
し
か
す
る
と
、
彼
の
母
は
妾
で
あ
っ
て
父
と
本
妻
の
間

に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
）

恩
重
が
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
母
と
父
が
離
別
、

動
を
行
っ
て
い
た
内
地
作
家
張
赫
宙
で
あ
る
。
彼
を
「
内
地
作
家
」
と
呼
ぶ

の
は
張
赫
宙
に
と
っ
て
の
日
本
は
他
国
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
張
赫
宙
、
本
名
張
恩
重
は
一
九
○
五
年
一
○
月
一
三
日
朝
鮮
の
南
東
に

位
置
し
た
慶
尚
北
道
大
邸
で
生
ま
れ
た
。
父
は
地
方
の
大
地
主
で
あ
っ
た
。

「
私
は
小
説
家
よ
り
考
古
学
者
に
な
り
た
が
っ
た
し
、
そ
の
方
が
ず
っ
と

（
１
）

幸
せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
」
と
、
一
一
一
一
口
っ
た
の
は
五
○
年
あ
ま
り
文
筆
活

か
く
男
の
子
を
離
別
し
た
母
方
が
連
れ
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
、

る
。
こ
れ
は
当
時
の
朝
鮮
で
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
女
の
子
な
ら
と
も

一
九
一
三
年
慶
州
公
立
普
通
学
校
へ
入
学
し
た
恩
重
は
彼
の
人
生
に
大
き

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

母
は
恩
重
を
連
れ
て
家
を
出

普
通
で
は

あ
る
朴
赫
居
世
は
ど
こ
か
ら
で
も
な
く
現
れ
た
卵
か
ら
生
ま
れ
た
。

青
事
業
よ
り
、
遺
跡
に
熱
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
が
大
阪
金
太
郎

か
ら
学
ん
だ
も
の
は
考
古
学
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

朝
鮮
の
三
国
時
代
に
新
羅
と
い
う
国
が
あ
っ
た
。
そ
の
新
羅
の
初
代
王
で

教
育
と
い
う
の
は
文
字
を
教
え
知
識
を
与
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
教

育
者
の
持
つ
考
え
方
な
ど
を
も
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
金
太
郎
は
教

四
代
王
で
あ
る
脱
解
王
も
東
海
岸
に
流
れ
て
来
た
篭
の
な
か
に
あ
っ
た
卵
か

張
赫
宙
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

古
跡
保
存
会
や
博
物
館
の
初
代
館
長
を
、
そ
の
当
時
小
学
校
の
校
長

だ
っ
た
大
阪
金
太
郎
氏
が
兼
任
し
て
い
た
。
教
育
事
業
よ
り
古
跡
保
存

に
熱
心
だ
っ
た
先
生
の
目
に
と
ま
っ
た
の
が
私
で
あ
る
。
未
発
見
遺
跡

の
探
検
に
は
必
ず
お
伴
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
都
邑
の
内
外
に
保
管
さ

れ
て
い
る
遺
跡
の
す
べ
て
に
私
の
手
垢
が
つ
い
て
い
る
。
小
学
校
五
年

か
ら
で
あ
る
。
考
古
学
者
の
卵
を
養
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
二
年
間

研
修
の
制
度
を
持
つ
簡
易
学
校
を
先
生
は
創
設
し
た
。

（
２
）

の
生
徒
と
な
り
、
石
膏
細
工
を
勉
強
し
た
。

任
時
正

っ
て
、
二
年
間

私
は
そ
の
学
校

四

そ
し
て



に
引
率
し
た
の
が
大
阪
金
太
郎
で
あ
る
。
大
阪
金
太
郎
は
学
生
た
ち
に
説
話

を
聞
か
せ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
慶
州
周
辺
の
説
話
も
よ
く
語
っ
て
い
た
。

そ
し
て
説
話
は
い
つ
も
次
の
こ
と
ば
で
終
わ
る
。

要
す
る
に
、
三
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
赫
居
世
、
脱
解
、
閼
智
、
み
な

住
ん
で
い
た
慶
州
の
周
辺
で
あ
る
。
張
赫
宙
ら
の
遠
足
先
は
説
話
に
登
場
す

ら
生
ま
れ
た
。

金
王
で
あ
る
。

る
人
物
や
物
な
ど
と
関
わ
り
の
あ
る
と
こ
ろ
ば
か
り
だ
っ
た
。

八
歳
か
ら
日
本
語
を
学
び
一
二
歳
に
大
阪
金
太
郎
と
遺
跡
を
求
め
歩
い
て

い
た
張
赫
宙
。
こ
の
よ
う
な
彼
に
と
っ
て
「
内
鮮
一
体
」
は
当
然
の
こ
と
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
朝
鮮
と
は
日
本
で
あ
っ
て
、
日

本
は
ま
た
朝
鮮
で
も
あ
っ
た
。

私
は
飢
え
に
蕊
れ
て
ゆ
く
人
々
の
哀
れ
と
い
う
の
に
は
あ
ま
り
に
も

こ
の
大
阪
金
太
郎
の
こ
と
ば
を
張
赫
宙
は
次
の
よ
う
補
足
し
て
い
る
。

来
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
日
本
か
ら
来
た
も
の
と
思
っ
て
。

辰
韓
六
部
の
人
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、

【
４
】

私
は
異
論
な
く
、
同
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。

今
す
こ
し
論
理
的
に
い
う
な
ら
ば
、
日
本
列
島
に
渡
っ
た
あ
る
グ
ル

ー
プ
の
一
支
流
が
新
羅
に
き
て
支
配
者
と
な
っ
た
、
と
い
い
た
か
っ
方

悲
惨
な
事
実
に
直
面
し
て
心
身
が
扶
り
と
ら
れ
る
よ
う
な
苦
痛
を
禁
ず

も
感
じ
な
い
ば
か
り
か
、
同
様
な
悲
惨
事
が
都
市
に
も
随
所
散
見
さ
れ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
苦
痛
は
ず
っ
と
後
に
な
っ
て

け
れ
ば
、
」

森
林
で
見
つ
け
た
金
の
箱
に
あ
っ
た
卵
か
ら
生
ま
れ
た
の
は

こ
の
説
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
が
ち
ょ
う
ど
張
赫
宙
の

ぺ
と
い
い
た
か
っ
た

こ
の
仮
空
の
結
論
に
、

脱
解
、
閼
智
、
み
な

三
王
は
い
ず
れ
も
外

そ
の
遠
足
先

赫
宙
が
ど
う
し
て
朝
鮮
で
は
な
く
日
本
で
作
家
活
動
を
始
め
た
の
か
。

張
赫
宙
は
一
力

小
説
「
餓
鬼
道
」

「
内
地
作
家
」
張
一

理
由
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

筆
名
「
赫
宙
」
（
宙
に
光
り
輝
く
）
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
張
赫
宙
の
作
家

と
し
て
の
意
気
込
み
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
勢
い
で
朝
鮮
を
題
材

と
し
た
作
品
を
書
き
続
け
、
日
本
文
壇
で
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
五
二
年
一
○
月
日
本
へ
と
帰
化
、
戸
籍
名
を
野
口
稔
と
し
、
一
九
五

四
年
一
月
、
筆
名
を
野
口
赫
宙
と
改
め
た
。
こ
の
時
か
ら
彼
は
、
も
っ
と
も

日
本
的
な
も
の
が
書
き
た
い
、
い
や
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
小
説
の

題
材
を
朝
鮮
か
ら
日
本
へ
と
換
え
て
行
っ
た
。
「
日
本
的
な
も
の
を
書
か
な

い
暖
昧
な
存
在
と
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
作
品
は
、
ミ

す
る
意
志
よ
り
た
だ
真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
き
た
い
と
い
う
行
動
に

（
５
）

か
り
立
て
ら
れ
て
い
た
。

あ
っ
た
。
そ
う
し
て
出
来
た
の
が
「
餓
鬼
道
」
と
題
す
る
作
品
で
そ
れ

が
私
の
出
世
作
と
な
っ
た
が
、
私
は
そ
れ
を
書
く
時
、
巧
み
な
小
説
に

実
状
を
ど
う
に
か
し
て
世
界
に
訴
え
た
い
。
そ
れ
に
は
朝
鮮
語
で
は
範
囲

る
に
つ
れ
て
何
と
か
し
て
そ
れ
を
表
現
し
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
の
で

が
狭
小
で
あ
る
。
そ
の
点
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
機
会
が
多
い
か
ら
、

（
６
）

う
し
て
も
日
本
の
文
壇
に
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

朝
鮮
の
民
族
ほ
ど
悲
惨
な
民
族
は
世
界
に
も
少
な
い
で
す
。

と
い
う
焦
り
が
作
家
野
口
赫
宙
を
朝
鮮
人
で
も
日
本
人
で
も
な

一
九
三
二
年
四
月
、
雑
誌
「
改
造
」
の
懸
賞
創
作
に
応
募
し
た

張
赫
宙
の
誕
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
に
住
ん
で
い
た
張

が
二
等
当
選
し
た
こ
と
で
日
本
の
文
壇
に
登
場
し
た
。

私
は
こ
の

四
二

そ
の

ど



の
幅
を
広
め
て
行
っ
た
。

（
７
）

一
九
一
一
℃
年
小
説
「
白
陽
木
か
ら
一
九
八
九
年
「
マ
ャ
・
イ
ン
カ
に
縄
文

人
を
追
う
』
ま
で
、
彼
の
作
品
の
な
か
に
潜
ん
で
流
れ
て
い
る
も
の
そ
れ
は
、

「
弱
い
者
」
に
対
す
る
愛
情
で
あ
る
。
「
滅
び
る
も
の
を
か
わ
い
そ
う
と
思
う

（
９
）

心
が
私
に
も
の
を
書
か
せ
る
」
と
一
一
一
戸
っ
た
作
家
張
赫
宙
は
一
九
九
七
年
そ
の

ス
テ
リ
も
の
、
歴
史
も
の
、
社
会
性
の
強
い
も
の
、
紀
行
文
へ
と
そ
の
興
味

生
を
終
え
た
。

（
１
）
野
口
赫
宙
「
マ
ャ
・
イ
ン
カ
に
縄
文
人
を
追
う
」
二
九
八
九
年

六
月
・
新
芸
術
社
）

（
２
）
野
口
赫
宙
「
韓
と
倭
」
二
九
七
七
年
一
○
月
・
講
談
社
）

（
３
）
（
２
）
と
同
じ

（
４
）
（
２
）
と
同
じ

（
５
）
張
赫
宙
『
孤
児
た
ち
」
（
一
九
四
六
年
二
月
・
万
里
闇
）

（
６
）
張
赫
宙
「
僕
の
文
学
」
（
一
九
三
三
年
一
月
・
改
造
）

（
７
）
張
赫
宙
「
白
陽
木
」
（
一
九
三
○
年
一
○
月
・
大
地
に
立
つ
）

（
８
）
（
１
）
と
同
じ

（
９
）
ウ
ル
ト
ラ
シ
ル
バ
ー
（
一
九
九
一
年
二
月
・
オ
ー
ル
生
活
）

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

［
一
九
三
三
年
］

・
小
説
：
五
月
、
「
兄
の
足
を
裁
る
男
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
、
作
品
集

『
権
と
い
ふ
男
」
に
収
録
の
さ
い
「
兄
の
脚
を
き
る
」
と
改
題
。
九
月
、

「
奮
い
起
つ
者
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
九
月
一
一
○
日
～
一
九
三
四
年
五

▼
作
品
年
譜
▲

【
一
九
三
○
年
］

・
小
説
：
一
○
月
、
「
白
陽
木
」
雑
誌
（
大
地
に
立
つ
）
筆
名
張
赫
宙
。

【
一
九
三
二
年
］

・
小
説
：
四
月
、
「
餓
鬼
道
」
雑
誌
（
改
造
）
「
改
造
」
懸
賞
創
作
二
等
当

朝
鮮
語
の
作
品
は
★
［
］
と
表
し
、
筆
者
（
任
時
正
）
未
確
認
の
も
の

に
は
＊
印
を
つ
け
た
。
作
品
名
は
「
」
、
発
表
紙
誌
は
（
）
と
表
し
た
。

国
語
翻
訳
。

・
評
論
類
…
…
一
月
、
「
僕
の
文
学
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二
月
、
「
特
殊

の
立
場
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
九
月
、
「
優
秀
よ
り
巨
大
ご
雑
誌

（
文
芸
首
都
）
一
○
月
★
［
［
ロ
〒
刻
刈
］
三
一
夏
一
国
利
］
雑
誌
（
一
二
千
里
）

日
本
語
訳
［
「
虹
」
を
書
き
な
が
ら
］
。
一
○
月
、
「
翻
訳
の
問
題
・
其

月
一
日
、
★
［
旱
刹
刈
］
新
聞
（
東
亜
日
報
）
、
日
本
語
訳
［
虹
］
、

発
表
さ
れ
た
初
の
朝
鮮
語
作
品
。
一
二
月
、
「
権
と
い
ふ
男
」
雑
誌

（
改
造
）
、
作
品
集
『
権
と
い
ふ
男
」
自
選
集
「
愚
劣
漢
」
に
収
録
、
中

選
作
、
作
品
集
「
権
と
い
ふ
男
』
に
収
録
。
六
月
、
「
迫
田
農
場
」
雑

誌
（
文
学
ク
オ
タ
リ
ィ
）
。
一
○
月
、
「
追
わ
れ
る
人
々
」
雑
誌
（
改
造
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ド
語
・
中
国
語
翻
訳
、
発
禁
処
分
。

四
＝
￣



の
他
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二
月
、
「
現
在
に
お
け
る
文
芸
上
の
我

が
立
場
・
主
張
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
一
二
月
、
＊
「
秋
日
秒
」
（
文
芸
首

都
）
。

【
一
九
三
四
】

・
小
説
：
一
月
、
「
女
房
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
三
月
、
「
ガ
ル
ポ
ウ
」

雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
『
権
と
い
ふ
男
」
自
選
集
「
愚
劣
漢
』
収
録
。

五
月
、
「
山
犬
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
、
作
品
集
『
仁
王
洞
時
代
』
収
録
。

六
月
、
「
劣
情
漢
」
雑
誌
（
行
動
）
、
作
品
集
「
仁
王
洞
時
代
』
収
録
の

さ
い
「
劣
情
者
」
と
改
題
。
八
月
、
「
葬
式
の
夜
の
出
来
事
」
雑
誌

（
文
芸
）
。
八
月
、
＊
「
或
る
兄
弟
」
雑
誌
（
児
童
）
。
九
月
二
十
二
～

一
○
月
五
日
、
☆
「
恋
風
」
新
聞
（
朝
鮮
日
報
）
、
「
現
代
朝
鮮
文
学
・

短
編
集
中
」
収
録
。
九
月
二
六
日
～
一
九
三
五
年
三
月
二
日
、
★
「
三

曲
線
」
新
聞
（
東
亜
日
報
）
、
「
現
代
長
編
小
説
全
集
・
第
八
巻
」
収
録
。

二
月
、
「
十
六
夜
に
」
雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
『
仁
王
洞
時
代
」
自

選
集
「
愚
劣
漢
』
収
録
。
二
月
～
一
九
三
五
年
、
＊
「
霊
と
肉
」
雑

誌
（
児
童
）
、
作
品
集
「
仁
王
洞
時
代
」
収
録
の
さ
い
「
幼
年
時
代
」

と
改
題
。

・
評
論
類
：
四
月
、
「
西
洋
文
学
過
讃
批
撃
」
雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
四
月

「
我
が
抱
負
」
雑
誌
（
文
芸
）
五
月
、
★
［
Ⅲ
斗
引
」
｜
」
新
聞
小
説
］
雑

誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
［
私
が
読
む
新
聞
小
説
］
。
五
月
、
「
潔
白
性
」

雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
六
月
四
日
、
「
綱
引
き
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。

七
月
、
＊
「
随
筆
雑
感
」
雑
誌
（
麺
麹
）
。
八
月
、
＊
『
死
な
す
」
に

つ
い
て
」
雑
誌
（
浪
漫
古
典
）
。
九
月
、
★
［
災
地
瞥
見
］
雑
誌
（
三

千
里
）
。
一
○
月
、
「
素
朴
非
素
朴
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二
月
、

★
［
崔
貞
姫
列
。
「
洛
東
江
」
・
一
己
引
工
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳

［
催
貞
姫
さ
ん
の
「
洛
東
江
」
を
読
ん
で
］
。

三
九
三
五
年
］

・
小
説
：
一
月
、
二
日
」
雑
誌
（
改
造
）
、
作
品
集
『
仁
王
洞
時
代
」
収

録
。
三
月
、
「
愚
劣
漢
」
雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
「
仁
王
洞
時
代
」
自

選
集
『
愚
劣
漢
』
収
録
。
三
月
、
☆
［
珊
亟
一
〈
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日

本
語
訳
［
新
し
い
意
志
］
。
五
月
、
「
あ
ら
そ
ひ
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
、

作
品
集
『
深
淵
の
人
』
収
録
。
八
月
、
「
墓
場
に
行
く
男
」
雑
誌
（
改

造
）
。
八
月
、
★
［
」
一
「
則
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
［
山
犬
］
。

九
月
、
「
美
佐
子
」
雑
誌
（
若
草
）
。
一
○
月
、
「
口
惜
し
が
る
」
雑
誌

（
若
草
）
。

・
評
論
類
：
二
月
、
「
私
に
特
望
す
る
人
々
へ
」
雑
誌
（
行
動
）
。
二
月
、

「
質
問
」
雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
三
月
九
日
～
二
日
、
＊
「
出
京
随
想
」

新
聞
（
都
新
聞
）
。
四
月
一
六
日
、
「
朝
鮮
の
春
」
新
聞
（
京
都
帝
国
大

学
新
聞
）
、
随
筆
集
『
わ
が
風
土
記
」
収
録
。
六
月
、
★
［
天
才
外
文

筆
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
［
天
才
と
文
筆
］
。
七
月
、
「
初
め
て

出
会
っ
た
文
士
と
当
時
の
思
い
出
」
雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
八
月
、
「
送

り
仮
名
の
こ
と
」
雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
八
月
、
＊
「
文
学
を
志
す

人
々
へ
」
雑
誌
（
文
学
案
内
）
。
八
月
、
「
あ
る
感
覚
」
（
文
芸
首
都
）
。

八
月
、
「
チ
ョ
ン
グ
・
マ
ン
ソ
ー
の
話
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
一
○
月
、

「
朝
鮮
文
壇
の
現
状
報
告
」
雑
誌
（
文
学
案
内
）
。
一
○
月
、
＊
「
文
学

の
甘
さ
」
雑
誌
（
麺
麹
）
。
一
○
月
、
★
［
文
壇
ペ
ス
ト
菌
］
雑
誌

四
四



（
三
千
里
）
。
一
一
月
、
「
朝
鮮
文
壇
の
将
来
」
雑
誌
（
文
学
案
内
）
。

【
一
九
三
六
年
］

・
小
説
：
一
月
、
★
［
契
約
］
雑
誌
（
三
千
里
）
。
一
月
、
「
山
男
」
雑
誌

（
新
潮
）
。
一
月
～
二
月
、
「
ア
ン
・
へ
エ
ラ
」
雑
誌
（
文
学
案
内
）
、
作

品
集
「
愛
憎
の
記
録
」
収
録
。
一
月
～
九
月
、
★
＊
「
谷
間
の
情
熱
」

雑
誌
（
四
海
公
論
）
。
三
月
、
＊
「
狂
女
点
描
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。

五
月
一
一
四
日
～
八
月
二
七
日
、
★
［
黎
明
期
］
新
聞
（
東
亜
日
報
）
。

九
月
、
「
飢
ゆ
る
人
民
」
雑
誌
（
労
働
雑
誌
）
。
九
月
、
「
深
淵
の
人
」

雑
誌
（
文
学
案
内
）
、
作
品
集
「
深
淵
の
人
」
収
録
。
二
月
、
＊

「
或
る
時
期
の
女
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二
月
、
「
月
姫
と
僕
」
雑

誌
（
改
造
）
。

・
評
論
類
二
月
、
「
作
家
と
し
て
の
心
構
え
」
雑
誌
（
新
潮
）
。
一
月
六
日
、

★
［
林
書
房
］
新
聞
（
東
亜
日
報
）
。
四
月
、
「
私
小
説
私
見
」
雑
誌

（
文
芸
通
信
）
。
六
月
、
＊
「
朝
鮮
文
壇
の
作
家
と
作
品
」
雑
誌
（
文
学

案
内
）
。
八
月
、
「
ゴ
ル
キ
イ
の
明
る
さ
」
雑
誌
（
文
学
評
論
）
。
八
月
、

＊
「
文
学
的
生
活
の
こ
と
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
八
月
、
「
夏
の
朝
鮮
の
風

景
」
雑
誌
（
新
潮
）
、
随
筆
集
『
わ
が
風
土
記
』
収
録
。
八
月
、
＊

「
東
京
へ
来
て
虚
無
を
感
じ
る
」
雑
誌
（
文
学
案
内
）
。
八
月
、
★

［
朝
鮮
・
一
三
題
材
三
赴
剖
列
引
非
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
［
朝
鮮

を
題
材
と
し
た
も
の
こ
そ
］
。
一
○
月
、
＊
「
蛇
毒
」
雑
誌
（
サ
ン
デ

ー
毎
日
）
。
一
二
月
、
＊
「
独
特
の
作
風
・
理
論
の
貧
困
」
雑
誌
（
文

学
案
内
）
。
二
一
月
、
＊
「
北
条
民
雄
の
こ
と
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。

’
二
月
二
日
、
「
朝
鮮
の
冬
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

内
）
。
三
月
、
「
私
の
一
番
一
一
一
一
口
ひ
度
こ
と
」
雑
誌
（
文
芸
通
信
）
。
三
月
、

＊
「
日
記
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
三
月
一
五
日
、
「
テ
ー
マ
不
明
」
新

聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
四
月
、
＊
「
日
本
の
女
性
」
雑
誌
（
文
学
案

内
）
。
五
月
一
日
、
「
或
る
旅
心
」
新
聞
（
朝
日
新
聞
）
。
五
月
一
一
八
日
、

★
言
旅
地
』
を
見
て
感
じ
た
こ
と
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
。
六
月
、

「
朝
鮮
人
聚
落
を
行
く
」
雑
誌
（
改
造
）
。
二
月
、
＊
「
満
州
移
民
に

つ
い
て
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二
一
月
五
・
六
・
七
日
、
＊
「
献
金

と
文
化
」
新
聞
（
都
新
聞
）
。

三
九
三
八
年
］

・
小
説
二
二
月
、
「
春
香
傳
」
雑
誌
（
新
潮
）
、
作
品
集
「
春
香
傳
』
「
沈

清
傳
」
収
録
。
六
月
、
「
雰
囲
気
」
雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
「
路
地
」

収
録
。
一
○
月
、
「
路
地
」
雑
誌
（
改
造
）
、
作
品
集
「
路
地
』
収
録
。

【
一
九
三
七
年
］

日
本
語
訳
［
彼
は
な
ぜ
死
ん
だ
か
］
。
二
月
、
＊
「
出
ら
れ
ぬ
淵
」
雑

誌
（
若
草
）
。
五
月
、
「
愛
怨
の
園
」
雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
「
春
香

傳
」
収
録
。
六
月
一
六
日
～
二
月
六
日
＊
「
痴
人
浄
土
」
新
聞
（
福

岡
日
々
新
聞
）
、
作
品
集
『
痴
人
浄
土
」
「
白
日
の
路
」
収
録
。
一
○
月
、

「
憂
愁
人
生
」
雑
誌
（
日
本
評
論
）
。

・
評
論
類
：
一
月
、
＊
「
我
が
散
策
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
一
月
二
日
、

小
説
：
一
月
、
「
酔
え
な
か
っ
た
話
」
雑
誌
（
文
学
界
）
、
作
品
集
「
愛

憎
の
記
録
」
収
録
。
一
月
、
★
＊
［
ユ
」
｜
」
翔
二
矧
斗
］
雑
誌
（
風
林
）

「
花
火
の
街
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
二
月
、
＊
「
お
正
月
」
雑
誌

（
文
芸
首
都
）
。
二
月
、
＊
「
現
代
朝
鮮
作
家
の
素
描
」
雑
誌
（
文
学
案

四
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月
四
日
、
＊
★
［
朝
鮮
と
春
香
傳
］
新
聞
（
京
城
日
報
）
。
二
月
、

＊
「
将
棋
」
雑
誌
（
文
芸
）
。

［
一
九
三
九
年
】

・
小
説
：
一
月
、
「
加
藤
清
正
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
一
月
～
二
月
、
★
［
加

藤
清
正
］
雑
誌
（
三
千
里
）
、
雑
誌
「
文
芸
」
と
当
時
掲
載
。
二
月
、

「
加
藤
清
正
」
雑
誌
（
テ
ァ
ト
ロ
）
。

・
評
論
類
：
二
月
、
＊
「
ブ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ュ
ウ
」
雑
誌
（
文
芸
首
都
）
。
二

月
、
「
好
い
古
癖
」
雑
誌
（
新
潮
）
二
月
、
「
朝
鮮
の
知
識
人
に
訴
ふ
」

雑
誌
（
文
芸
）
。
三
月
一
三
日
、
「
朝
鮮
の
知
識
人
に
訴
ふ
の
反
響
に
答

ふ
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
四
月
、
＊
「
わ
が
文
学
修
業
」
雑
誌

（
文
芸
）
。
七
月
一
六
・
一
七
・
一
八
日
、
「
旅
情
」
新
聞
（
都
新
聞
）
、

随
筆
集
『
わ
が
風
土
記
」
収
録
。
一
○
月
九
日
、
「
時
事
的
な
興
味
」

新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
二
月
、
＊
「
金
剛
山
雑
感
」
雑
誌
（
朝

・
評
論
類
：
一
月
、
★
＊
［
旅
行
小
話
］
雑
誌
（
三
千
里
文
学
）
。
二
月
、

「
私
の
風
土
記
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
二
月
七
日
、
「
李
致
三
」
新
聞
（
帝

国
大
学
新
聞
）
。
三
月
、
「
「
春
香
傳
」
に
つ
い
て
」
雑
誌
（
テ
ァ
ト
ロ
）
。

一
一
一
月
一
四
日
、
「
哀
愁
と
愛
着
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
三
月
二
五

日
、
「
教
育
・
雑
誌
時
評
」
新
聞
（
朝
日
新
聞
）
。
四
月
二
日
、
「
春

香
傳
評
と
そ
の
演
出
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
五
月
、
★
［
斗
引

作
品
記
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
「
私
作
品
記
］
。
五
月
二
六
・

二
七
日
、
「
反
感
と
苦
笑
い
」
雑
誌
（
都
新
聞
）
。
七
月
二
日
、
「
ッ

ル
ゲ
ネ
フ
ー
的
通
俗
」
新
聞
（
帝
国
大
学
新
聞
）
。
八
月
、
★
［
洛
東

江
斗
望
既
］
雑
誌
（
三
千
里
）
日
本
語
訳
［
洛
東
江
と
望
既
］
・
’
○

鮮
版
モ
ダ
ン
日
本
）
。
二
月
、
＊
「
私
の
小
説
勉
強
」
雑
誌
（
文
芸
）
。

二
月
、
「
間
島
・
図
門
」
雑
誌
（
改
造
）
随
筆
集
「
わ
が
風
土
記
」
。

一
一
月
一
一
五
日
、
「
原
野
」
新
聞
（
三
田
新
聞
）
。
一
二
月
、
「
文
芸
創

造
の
母
胎
」
新
聞
（
東
京
朝
日
新
聞
）
。

ご
九
四
○
年
］

・
小
説
：
五
月
、
「
密
輸
業
者
」
雑
誌
（
改
造
）
、
作
品
集
「
愛
憎
の
記
録
」

収
録
。
五
月
一
三
日
～
八
月
一
五
日
、
★
［
女
人
肖
像
］
新
聞
（
毎
日

申
報
）
。
七
月
、
＊
「
慾
心
疑
心
」
雑
誌
（
文
芸
）
、
作
品
集
『
愛
憎
の

記
録
」
収
録
。
七
月
、
「
二
つ
の
愛
情
」
雑
誌
（
月
刊
文
章
）
。

・
評
論
：
二
月
一
七
・
一
八
日
、
「
朝
鮮
文
学
界
の
現
状
」
新
聞
（
東
京

朝
日
新
聞
）
。
三
月
、
★
［
朝
鮮
文
学
の
新
動
向
］
雑
誌
（
三
千
里
）
。

新
聞
）
、
随
筆
集
「
わ
が
風
土
記
」
収
録
。
五
月
五
日
、
「
給
食
」
新
聞

（
日
本
読
書
新
聞
）
。
六
月
、
☆
［
「
作
品
愛
読
」
年
代
記
］
雑
誌
（
三

千
里
）
。
六
月
二
六
日
、
「
文
学
の
伝
統
」
新
聞
（
東
京
朝
日
新
聞
）
。

七
月
、
「
金
剛
山
ほ
か
」
雑
誌
（
早
稲
田
文
学
）
。
七
月
、
＊
「
寸
感
二

つ
」
雑
誌
（
月
刊
文
章
）
。
八
月
、
★
＊
［
佛
国
寺
に
て
］
雑
誌
（
朝

鮮
版
モ
ダ
ン
日
本
）
。
一
○
月
、
＊
「
正
確
な
る
理
解
」
（
知
性
）
。

三
九
四
一
年
］

・
小
説
：
一
月
、
＊
「
沈
清
傳
」
雑
誌
（
協
和
事
業
）
、
作
品
集
「
沈
清

傳
・
春
香
傳
』
収
録
。
二
月
、
「
仲
違
ひ
」
雑
誌
（
現
代
文
学
）
。

・
評
論
類
：
七
月
、
「
慶
州
」
雑
誌
（
月
刊
文
章
）
。
二
一
月
、
「
ア
ン
ヶ
ー

五
月
、

土
記
」

「
朝
鮮
文
壇
の
代
表
作
家
」
雑
誌
（
新
潮
）
、

収
録
。
五
月
七
日
、
「
朝
鮮
文
学
の
流
行
」

随
筆
集
「
わ
が
風

新
聞
（
東
京
朝
日

四
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誌
（
開
拓
）
。
一
○
月
、
「
皇
道
朝
鮮
の
完
成
」
雑
誌
（
中
央
公
論
）
。

二
月
、
「
あ
る
力
」
雑
誌
（
現
代
文
学
）
。

三
九
四
三
年
］

・
小
説
：
一
月
、
「
あ
る
篤
農
家
述
壊
」
雑
誌
（
緑
旗
）
、
作
品
集
「
岩
本

志
願
兵
』
収
録
。
六
月
～
一
九
四
四
年
八
月
、
＊
「
希
望
の
家
」
雑
誌

（
新
女
性
）
。
七
月
、
「
新
し
い
倫
理
」
作
品
集
「
辻
小
説
集
』
。
八
月
一
一

四
日
～
九
月
九
日
、
＊
「
岩
本
志
願
兵
」
新
聞
（
東
京
朝
日
新
聞
）
。

九
月
七
日
～
二
二
日
、
★
［
巡
礼
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
。

・
評
論
類
：
二
月
、
★
［
徴
兵
制
実
施
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
、
作
品
集

『
岩
志
願
兵
」
収
録
。
六
月
六
日
、
「
歴
史
訓
不
滅
萱
一
瞬
」
新
聞

（
毎
日
申
報
）
日
本
語
訳
［
歴
史
に
不
滅
な
る
一
瞬
］
。
八
月
五
日
、
「
大

卜
」
雑
誌
（
現
代
文
学
）
。

三
九
四
二
年
］

・
小
説
：
一
月
、
「
南
の
使
節
」
雑
誌
（
現
代
文
学
）
、
作
品
集
「
和
戦
何

れ
も
辞
せ
ず
』
収
録
。
一
○
月
～
一
九
四
三
年
二
月
、
「
花
郎
」
雑
誌

（
月
刊
文
章
）
。

・
評
論
類
：
一
月
、
＊
「
戦
い
の
意
志
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
二
月
、
＊
「
朝

鮮
文
学
の
将
来
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
三
月
、
「
そ
の
頃
の
思
い
出
」
雑
誌

（
文
芸
首
都
）
。
五
月
、
＊
「
マ
レ
ー
作
戦
報
告
を
読
ん
で
」
雑
誌
（
文

芸
）
。
五
月
、
「
半
島
労
働
者
の
練
成
る
」
雑
誌
（
中
央
公
論
）
。
五
月

一
四
日
、
「
読
書
た
よ
り
」
新
聞
（
朝
日
新
聞
）
。
五
月
二
○
・
一
二
日
、

★
［
文
学
団
体
の
統
合
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
。
六
月
一
三
日
、

［
開
拓
地
視
察
報
告
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
。
九
月
、
「
栄
興
農
業
」

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

雑★

御
心
へ
の
帰
一
ｌ
朝
鮮
の
徴
兵
制
実
施
三
新
聞
（
朝
日
新
聞
）
作
品

集
「
岩
本
志
願
兵
」
収
録
。
八
月
六
日
、
「
皇
民
化
の
錬
成
へ
Ｉ
朝
鮮

の
徴
兵
制
実
施
一
一
」
新
聞
（
朝
日
新
聞
）
作
品
集
「
岩
本
志
願
兵
」
収

録
。
二
月
一
日
、
＊
「
拘
り
の
な
い
気
持
」
雑
誌
（
文
学
報
告
）
。

二
月
二
日
、
★
［
学
徒
兵
出
陳
激
励
辞
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
。

二
九
四
四
年
一

・
小
説
：
二
月
、
「
恩
義
」
雑
誌
（
新
太
陽
）
。

・
評
論
類
：
一
月
十
日
、
＊
「
朝
鮮
文
学
の
新
方
向
「
海
女
」
と
「
登
鑿
』

に
つ
い
て
」
雑
誌
（
文
学
報
告
）
。
四
月
二
六
・
二
七
日
、
★

［
外
・
〒
」
一
」
半
島
労
務
者
三
三
］
新
聞
（
毎
日
申
報
）
日
本
語
訳
［
戦
う
半

島
労
働
者
た
ち
］
。
八
月
～
九
月
、
「
拓
土
送
出
」
雑
誌
（
開
拓
）
。

三
九
四
五
年
】

・
小
説
：
三
月
、
「
め
く
ら
の
眼
が
あ
い
た
話
」
作
品
集
『
大
東
亜
民
話

集
」

・
評
論
類
：
三
月
一
日
、
＊
「
焼
跡
」
雑
誌
（
文
学
報
告
）
。
一
○
月
二

二
・
二
三
日
、
「
臆
朝
鮮
の
運
命
」
新
聞
（
東
京
新
聞
）
。

三
九
四
六
年
］

・
評
論
類
：
一
月
二
月
八
日
、
＊
「
教
員
の
立
場
」
新
聞
（
東
京
新
聞
）
。

三
九
四
七
年
］

・
小
説
：
二
月
、
「
人
の
善
さ
と
悪
さ
と
」
雑
誌
（
芸
林
間
歩
）
。
三
月
、

「
と
こ
し
え
に
」
雑
誌
（
小
説
と
読
物
）
。

・
評
論
類
：
二
月
一
七
日
、
「
文
学
の
行
方
」
新
聞
（
東
京
新
聞
）
。

三
九
四
八
年
］

四
七



・
小
説
：
春
、
＊
「
ミ
ヤ
の
犯
罪
」
雑
誌
（
地
上
）
。
二
月
、
「
罪
の
行
方
」

雑
誌
（
時
代
）
。

三
九
四
九
年
］

・
小
説
：
二
月
、
「
地
獄
の
女
」
雑
誌
（
文
芸
読
物
）
。
六
月
、
「
偽
善
者
」

雑
誌
（
小
説
界
）
。

・
評
論
類
：
四
月
二
八
日
、
「
わ
が
念
願
」
新
聞
（
東
京
新
聞
）
。

三
九
五
一
年
】

・
評
論
類
：
七
月
、
＊
「
韓
国
へ
の
ル
ポ
ー
」
新
聞
（
毎
日
新
聞
）
。

三
九
五
二
年
］

九
月
、
＊
「
釜
山
港
の
青
い
花
」
（
面
白
倶
楽
部
）
。

三
九
五
三
年
］

・
小
説
：
三
月
、
「
脅
迫
」
雑
誌
（
新
潮
）
。
八
月
、
「
昌
子
の
場
合
」
雑

誌
（
新
潮
）
。
一
○
月
、
「
眼
」
雑
誌
（
文
芸
）
。

三
九
五
四
年
一

・
小
説
：
一
○
月
、
「
戸
籍
謄
本
」
雑
誌
（
小
説
公
園
）
。
二
月
、
「
権

力
者
」
雑
誌
（
新
潮
）
。

民
」
雑
誌
（
新
潮
）
「
鳴
呼
朝
鮮
」
の
第
二
章
。
六
月
、
＊
「
あ
る
犯

罪
」
雑
誌
（
文
芸
）
。
六
月
、
＊
「
女
間
」
雑
誌
（
別
冊
文
芸
春
秋
）
。

・
評
論
類
：
三
月
、
「
在
日
朝
鮮
人
の
内
幕
」
雑
誌
（
新
潮
）
。
七
月
二
日
、

小
説
：
二
月
、
「
鳴
呼
朝
鮮
」
雑
誌
（
新
潮
）
「
鳴
呼
朝
鮮
』
の
第
一
章
。

四
月
、
「
部
落
の
南
北
戦
」
雑
誌
（
別
冊
文
芸
春
秋
）
。
五
月
、
「
避
難

＊
「
朝
鮮
人
の
騒
擾
に
つ
い
て
」
新
聞
（
夕
刊
新
大
阪
）
。
四
月
二

八
・
九
・
三
○
日
、
＊
「
朝
鮮
人
の
反
省
」
新
聞
（
東
京
新
聞
夕
刊
）
。

三
九
五
五
年
］

・
小
説
：
六
月
、
「
子
へ
の
愛
情
」
雑
誌
（
小
説
公
園
）
。
八
月
、
＊
「
選

挙
」
雑
誌
（
文
芸
）
。

三
九
五
六
年
】

・
小
説
：
八
月
、
「
天
女
里
巨
雑
誌
（
小
説
公
園
）
。

・
評
論
類
：
五
月
七
日
、
「
私
の
心
配
・
私
の
希
望
」
新
聞
（
日
本
読
書
新

聞
）
。

三
九
五
七
年
］

・
小
説
：
六
月
、
「
秋
父
夜
祭
」
雑
誌
（
キ
ン
グ
）
。

・
評
論
類
：
一
月
一
一
日
、
＊
「
感
覚
の
ず
れ
」
新
聞
（
東
京
新
聞
夕
刊
）
。

三
九
五
八
年
］

・
小
説
：
五
月
、
「
異
俗
の
夫
」
雑
誌
（
新
潮
）
。

三
九
五
九
年
］

・
小
説
：
五
月
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
如
来
騒
動
」
雑
誌
（
宝
石
）
。
一
二
月
、

「
零
点
五
」
雑
誌
（
宝
石
）
。

三
九
六
○
年
］

・
小
説
：
七
月
、
「
黒
い
渦
」
雑
誌
（
宝
石
）
。

三
九
六
一
年
］

・
小
説
：
二
月
、
「
新
羅
王
館
最
後
の
日
」
雑
誌
（
宝
石
）
。

【
一
九
六
二
年
］

・
小
説
：
七
月
、
「
赤
い
月
餅
」
雑
誌
（
宝
石
）
。

評
論
類
：
七
月
、
「
あ
な
た
の
心
に
き
ざ
す
暗
い
影
は
な
に
か
」

（
文
芸
）
筆
名
野
口
赫
宙
。
九
月
、
「
満
州
行
」
雑
誌
（
新
潮
）
。

四
八雑
誌



▼
単
行
本
著
作
年
譜
▲

【
一
九
三
四
年
］

・
六
月
、
作
品
集
「
権
と
い
ふ
男
』
（
改
造
社
）
・
・
「
餓
鬼
道
」
「
兄
を
脚

を
き
る
」
「
少
年
」
「
山
霊
」
「
権
と
い
ふ
男
」
「
ガ
ル
ポ
ウ
」
六
編
収
録
。

三
二
八
頁
Ｂ
六
判
。

［
一
九
三
五
年
］

・
六
月
、
作
品
集
『
仁
王
洞
時
代
』
（
河
出
書
房
）
．
．
「
一
日
」
「
劣
情
者
」

「
十
六
夜
に
」
「
山
犬
」
「
葬
式
の
夜
の
出
来
事
」
「
愚
劣
漢
」
「
仁
王
洞
時

代
」
七
編
収
録
。
四
三
一
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
三
七
年
］

・
四
月
、
作
品
集
「
深
淵
の
人
」
（
赤
塚
書
房
）
：
「
深
淵
の
人
」
「
あ
ら

そ
ひ
」
二
編
収
録
。
一
六
二
頁
Ｂ
六
判
。

・
八
月
、
単
行
本
★
＊
「
三
曲
線
」
（
漢
城
書
房
）
。

【
一
九
三
八
年
】

・
四
月
、
作
品
集
「
春
香
傳
』
（
新
潮
社
）
・
・
「
春
香
傳
」
「
憂
愁
人
生
」

「
愛
怨
の
園
」
三
編
収
録
。
三
○
三
頁
四
六
判
。

［
一
九
三
九
］

・
二
月
、
作
品
集
「
路
地
」
（
赤
塚
書
房
）
：
「
路
地
」
「
綱
引
」
「
李
致
三
」

「
雰
囲
気
」
四
編
収
録
。
一
二
六
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
七
七
年
】

・
評
論
類
：
五
月
～
八
月
、
「
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ア
ン
に
古
代
日
本
人
の
源

流
を
探
る
」
雑
誌
（
歴
史
と
旅
）
。

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

・
一
○
月
、
作
品
集
「
白
日
の
路
』
（
南
方
書
院
）
：
二
六
七
頁
Ｂ
六
判
。

・
一
○
月
、
単
行
本
『
緑
の
北
国
』
（
河
出
書
房
）
：
「
人
間
の
絆
」
第
三

部
作
の
第
三
部
。
三
六
一
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
四
二
年
］

・
三
月
、
単
行
本
『
痴
人
浄
土
』
（
赤
塚
書
房
）
：
二
三
七
頁
Ｂ
六
判
。

・
四
月
、
単
行
本
「
加
藤
清
正
」
（
改
造
社
）
：
四
○
一
頁
四
六
判
。

・
一
○
月
、
単
行
本
＊
「
開
拓
地
帯
』
（
春
陽
堂
書
房
）
。

・
二
月
、
単
行
本
＊
「
美
し
き
結
婚
」
（
赤
塚
書
房
）
。

三
九
四
○
年
］

・
八
月
、
．
作
品
集
「
愛
憎
の
記
録
」
（
河
出
書
房
）
：
「
密
輸
業
者
」
「
慾
心

疑
心
」
「
酔
え
な
か
っ
た
話
」
「
ア
ン
・
へ
エ
ラ
」
「
深
淵
の
人
」
五
編
収

録
。
二
九
○
頁
四
六
判
。

・
一
一
月
、
単
行
本
「
田
園
の
雷
鳴
」
（
落
陽
書
房
）
：
三
三
○
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
四
一
年
］

・
二
月
、
朝
鮮
古
典
物
語
「
沈
清
傳
・
春
香
傳
」
（
赤
塚
書
房
）
“
「
沈
清

傳
」
「
春
香
傳
」
二
編
収
録
。
一
九
七
頁
Ｂ
六
判
。

・
二
月
、
単
行
本
『
人
間
の
絆
』
（
河
出
書
房
）
：
「
人
間
の
絆
」
第
三
部

作
の
第
一
部
。
三
○
四
頁
Ｂ
六
判
。

・
四
月
、
単
行
本
「
悲
壮
の
戦
野
」
（
落
陽
書
房
）
：
『
七
年
の
嵐
』
の
第

一
部
。
六
○
八
頁
四
六
判
。

・
五
月
、
単
行
本
「
曠
野
の
乙
女
」
（
南
方
書
院
）
：
三
一
一
一
二
頁
四
六
判
。

・
六
月
、
単
行
本
『
美
し
い
抑
制
』
（
河
出
書
房
）

部
作
の
第
二
部
。
四
一
二
頁
Ｂ
六
判
。

「
人
間
の
絆
』
第
三

四
九



・
二
月
、
単
行
本
『
孤
独
な
る
魂
」
（
三
崎
書
房
）
：
一
一
一
二
六
頁
四
六
判
。

・
三
月
、
単
行
本
「
和
戦
何
れ
も
辞
せ
ず
」
（
大
観
堂
）
：
「
七
年
の
嵐
』

の
第
二
部
。
四
五
六
頁
四
六
判
。

・
五
月
、
随
筆
集
「
わ
が
風
土
記
」
（
赤
塚
書
房
）
二
一
一
三
編
の
随
筆
収
録
。

二
三
五
頁
四
六
判
。

・
九
月
、
単
行
本
＊
「
フ
ン
ブ
と
ノ
ル
ブ
」
（
赤
塚
書
房
）
。

三
九
四
三
年
］

・
四
月
、
単
行
本
『
開
墾
』
（
中
央
公
論
社
）
：
三
四
七
頁
Ｂ
六
判
。

・
四
月
、
単
行
本
「
幸
福
の
民
』
（
南
方
書
院
）
：
二
八
八
頁
Ｂ
六
判
。

・
’
一
月
、
単
行
本
「
浮
き
沈
み
』
（
河
出
書
房
）
：
三
五
三
頁
四
六
判
。

三
九
四
四
年
］

．
－
月
、
作
品
集
『
岩
本
志
願
兵
」
（
興
亜
文
化
出
版
）
：
「
岩
本
志
願
兵
」

「
新
し
い
出
発
」
「
夢
」
「
あ
る
篤
農
家
の
述
壊
」
「
出
発
」
五
編
収
録
。
二

四
六
頁
Ｂ
五
判
。

三
九
四
六
年
］

・
一
二
月
、
単
行
本
「
孤
児
た
ち
」
（
万
里
閣
）
：
二
七
六
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
四
七
年
］

・
一
二
月
、
単
行
本
「
人
の
善
さ
と
悪
さ
と
」
（
丹
頂
書
房
）
：
二
三
二
頁

四
六
判
。

三
九
四
八
年
］

・
一
二
月
、
自
選
集
「
愚
劣
漢
』
（
富
国
出
版
）
：
「
権
と
い
ふ
男
」
「
ガ
ル

ポ
ウ
」
「
葬
式
の
夜
の
出
来
事
」
「
十
六
夜
に
」
「
愚
劣
漢
」
五
編
収
録
。

二
七
三
頁
四
六
判
。

三
九
四
九
年
】

・
三
月
、
単
行
本
＊
「
恩
を
返
し
た
ツ
バ
メ
』
（
羽
田
書
房
）

三
九
五
○
年
］

・
三
月
、
単
行
本
『
秘
苑
の
花
・
李
王
家
悲
史
」
（
世
界
社
）
：
二
八
七
頁

四
六
判
。

三
九
五
二
年
］

・
五
月
、
単
行
本
「
鳴
呼
朝
鮮
』
（
新
潮
社
）
：
二
八
五
頁
四
六
判
。

宮
九
五
四
年
］

・
六
月
、
単
行
本
「
無
窮
花
』
（
講
談
社
）
：
二
七
八
頁
四
六
判
。

・
’
一
月
、
単
行
本
「
遍
歴
の
調
書
」
（
新
潮
社
）
：
三
○
五
頁
四
六
判
。

三
九
五
六
年
］

．
－
月
、
単
行
本
『
若
い
女
』
（
東
方
社
）
：
一
九
二
頁
Ｂ
六
判
。

・
一
一
月
、
単
行
本
「
ひ
か
げ
の
子
』
（
新
潮
社
）
：
二
二
六
頁
四
六
判
。

三
九
五
七
年
］

・
六
月
、
単
行
本
『
美
し
い
抵
抗
』
（
角
川
小
説
新
書
）
：
一
七
八
頁
Ａ
六

判
。

三
九
五
八
年
］

・
一
○
月
、
単
行
本
「
黒
い
地
帯
」
（
新
潮
社
）
：
三
三
五
頁
四
六
判
。

三
九
五
九
年
】

・
五
月
、
単
行
本
『
ガ
ン
病
棟
』
（
講
談
社
）
：
二
五
四
頁
四
六
判
。

・
一
○
月
、
単
行
本
＊
『
黒
い
昼
間
』
（
東
都
書
房
）
。

三
九
六
一
年
】

・
一
○
月
、
単
行
本
『
武
蔵
陣
屋
」
（
雪
華
社
）
：
三
○
三
頁
四
六
判
。 五
○



年
譜
作
成
に
当
た
っ
て
、
白
川
豊
箸

二
九
九
六
年
七
月
・
大
学
教
育
出
版
）
、

治
書
院
）
を
お
も
に
参
考
に
し
た
。

．
’
｜
月
、
単

三
九
八
九
年
］

【
一
九
六
二
年
］

・
二
月
、
単
行
本
「
湖
上
の
不
死
鳥
』
（
東
都
書
房
）
：
一
九
二
頁
Ｂ
六
判
。

三
九
七
五
年
］

・
四
月
、
単
行
本
「
嵐
の
詩
』
（
講
談
社
）
：
二
七
○
頁
四
六
判
。

二
九
七
七
年
］

・
一
○
月
、
単
行
本
『
韓
と
倭
」
（
講
談
社
）
：
二
四
四
頁
四
六
判
。

三
九
八
○
年
］

・
六
月
、
紀
行
本

二
三
七
頁
四
六
判
。

単
行
本
『
陶
と
剣
」
（
講
談
社
）
：
二
三
○
頁
四
六
判
。

張
赫
宙
と
著
作
年
譜

『
マ
ヤ
・
イ
ン
カ
に
縄
文
人
を
追
う
」

（
い
む
・
し
じ
ょ
ん 「
植
民
地
期
朝
鮮
の
作
家
と
日
本
』

『
昭
和
文
学
年
表
・
全
九
巻
」
（
明

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（
新
芸
術
社
）

五
一




